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新型コロナウイルス感染症の後遺症
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が 5 類に
なって約 2ヵ月が経過した．マスクの着用については
個人の判断に委ねられたが，土日の休日は別として朝
の通勤電車ではさすがにまだマスクを着用している人
が目立つ．しかし，7月に入って蒸し暑い日が続いて
くるとマスクの着用はさすがにきつく，周りの状況を
見てはマスクを外す機会を窺っているのは私だけでは
ないと思う．
学会も 5類に変更されたのを契機に対面での参加が基本となった．学会参加の楽しみの一つでも
ある懇親会もコロナ前を彷彿とさせるように盛大に開催している学会もあると聞く．ただ，最近の
COVID-19 は感染力が強く潜伏期が長いのが特徴のようで，当院でも 6月下旬から病棟をはじめ各
部署でCOVID-19 陽性患者がボツボツと出始めており，予断が許されない状況が続いている．
3年間に亘るCOVID-19 のパンデミックであるが，世界にもたらした影響は想像以上に大きい．
最たるものが働き方であり，このパンデミックは職場に大きな変化をもたらした．リモートワーク
の導入で多くの仕事が効率化され，部署によっては人員が大きく削減され，人の配置も大きくシフ
トした．確かに多くの会議がリモートでできるようになって大変便利になった実感はある．実際，
これまで 1～2 時間の会議に出席するために半日以上を費やして出席していたのが信じられないく
らいである．ただその一方で，人とのつながりが重視される現場に大きな影を落としている現実も
ある．
先日，院長・副院長会議で，新人看護師数名から辞職願が出てきたと看護部長から聞いた．その
理由は，患者の排泄ケアにどうしても対応できないということであった．更に，若手看護師の対応
に悩んで休職願を出す主任や師長が増えている傾向があり，現場は大変混乱していると聞いた．そ
の背景には，ゆとり教育で育ってきた世代であることもあろうが，COVID-19 の蔓延のために看護
実習もまともにできないままに卒業し，入職していることがあるようだ．確かに最近は患者も権利
意識が高く，若手医療者を温かい目で見る患者も少なくなった気がする．そのような厳しい現場で
医療者のプロとして仕事をすべき使命感と現実とのジレンマに思い悩む人が多いのであろう．誰で
も最初から上手くできる人はなく，try and error を重ねながら人に育てられていく．医療の中で最
も重要な，人との触れ合いの場が，COVID-19 によって奪われてしまったのは本当に残念である
が，この問題にどう対処・解決していくかが大きな課題である．
� （船 橋 公 彦）
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